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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成28年12月22日(2016.12.22)

【公表番号】特表2016-504212(P2016-504212A)
【公表日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-010
【出願番号】特願2015-542814(P2015-542814)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 183/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  81/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   27/28     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  183/10     　　　　
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ  183/10     　　　　
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ｊ
   Ｃ０８Ｇ   81/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月31日(2016.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主表面及び反対側の表面を有する基材と、
　前記基材の主表面上に配置されているブロックコポリマーを含むコーティングと、を備
え、前記ブロックコポリマーが、ポリオルガノシロキサンブロック及びポリオレフィンブ
ロックを含み、前記ポリオレフィンブロックが、少なくとも１１０℃の融点を有する、積
層体。
【請求項２】
　前記コーティングが、０．３０未満の摩擦係数を有する、請求項１に記載の積層体。
【請求項３】
　前記積層体が、少なくとも１，０００ｇ／ｍ２／２４時間の直立水蒸気透過速度を有す
る、請求項１又は２に記載の積層体。
【請求項４】
　前記ポリオレフィンブロックが、ポリプロピレンホモポリマー又はコポリマーを含む、
請求項１～３のいずれか一項に記載の積層体。
【請求項５】
　前記ポリプロピレンコポリマーが、４～１２個の炭素原子を有する飽和アルキレン及び
不飽和アルケンに由来する繰り返し単位を含む、請求項４に記載の積層体。
【請求項６】
　前記ブロックコポリマーが、下記構造：
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　Ａ［－Ｌ－Ｂ］ｎ

　（式中、ｎが少なくとも１であり、
　Ａが、前記ポリオルガノシロキサンブロックであり、
　Ｂが、前記ポリオレフィンブロックであり、
　Ｌが、共有結合又は二価連結基である）を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載
の積層体。
【請求項７】
　ｎが２である、請求項６に記載の積層体。
【請求項８】
　前記ブロックコポリマーが、アミン又はアルコール官能性ポリオルガノシロキサンと、
少なくとも１１０℃の融点を有する無水物末端ポリオレフィンポリマーとの反応によって
調製される、請求項１～７のいずれか一項に記載の積層体。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の積層体を備える、医療用包帯。
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